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おおみや教会通信   創刊号 2020.8.13 

 

＜ごあいさつ＞ 

梅⾬が明け、夏も盛りの季節となりましたが、皆様お変わりなくお過ごしでしょうか。 

新型コロナウィルス感染症拡⼤の不安が⼤きく私達の⽣活に影を落とす中、⼤宮教会は 6 ⽉ 21 ⽇から参加

者の制限を設けて主⽇のミサを再開するに⾄りました。段階的に制限を緩和できる⽅向へ希望を持って進めてい

く予定でしたが、残念ながら今も変わらず厳しい状況が続いています。 

教会の兄弟姉妹がミサの中で再会できることが私達の喜びですが、それが叶わない今、せめて交流できる場を

持ちたいと思い、「おおみや教会通信」を始める運びとなりました。 

主イエスに結ばれた私達が、ミサに参加する、しないに関わらず、それぞれの思い、祈り、不安、喜びなどを分か

ち合う場にしたいと思っています。 

ホームページ、FAX、印刷されたプリントと形は様々ですが、ぜひご覧になって、投稿という形でも参加していただ

ければ幸いです。よろしくお願いいたします。 

*おおみや教会通信は⼤宮教会ホームページ(https://catholic-omiya.net)からもご覧いただけます。 

*投稿はファクスと郵送で受け付けております。 

   〒330-0803 さいたま市⼤宮区⾼⿐町 2 丁⽬３５０ 

                    カトリック⼤宮教会 おおみや教会通信 宛て 

☎048-641-2935  FAX048-641-2724 

                                              カトリック⼤宮教会 信徒委員会 

広報部  
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＜現在⾏われているミサについて＞ 

 新型コロナウィルス感染症拡⼤により、主⽇のミサが中⽌となったのは 2 ⽉ 27 ⽇でした。⼤宮教会では約 4 か

⽉後の 6 ⽉ 21 ⽇から、段階的に制限を設けたミサを⾏っています。持病のある⽅と 65 歳以上の⽅には未だに

ご⾃宅にとどまってお祈り頂いており、⼤変⼼苦しく、また⼼細く感じております。 

 ミサは再開されましたが、これまでいかに多くの先輩⽅にミサの準備、進⾏等全てお任せし、何の疑問も持たず

に参加していたことかと、恥ずかしく思いました。 

現在は新型コロナウィルス感染症予防の為、検温・消

毒・記名（参加者数の把握、感染者が出た場合の対応の

為）を⾏い、マスクを着⽤し、聖堂内では決められた場所に

間隔をあけて座り、聖歌・⾳楽もなく、祈りも⼩さな声で唱え

ています。時間に遅れて来た場合は、⼊場できません。 

ミサ後は残れる信者皆で聖堂とロビーの掃除を⾏い、消毒も念⼊りに⾏っています。 

ミサと掃除が終了すると即座に教会を後にします。信者同⼠の和やかな会話や、様々な活動はまだ許されて

いません。       

毎⽇曜⽇にミサに参加し、ご聖体を頂くことができるのは感謝

すべきことですが、⼀⽅で⼀部の信者だけでミサに参加することへ

のプレッシャーや重苦しさ、申し訳なさなど、複雑な気持ちに襲わ

れることしばしばです。 

⼀⽅で喜ばしいこともありました。以前はミサに参加しても、その他の活動にはなかなか参加する機会がなかった

⼈たちが、ミサの準備や受付、掃除などに積極的に協⼒して下さっているということです。 

このような状況を教会からしばらく遠ざかっていらっしゃる皆様にお伝えし、離れていても同じ共同体の仲間であ

受付 

検温(37.5 度以上は参加できない) 
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ると思い起こしていただければ幸いです。神⽗様も私達も、⼀⽇も早く皆様が何の⼼配もなく集うことができる⽇

が来ることをお祈りしています。 

 このコロナ禍を通して、私達共同体もまた変化することを求め

られているのだと思います。変化には必ず痛みが伴います。そし

て試⾏錯誤を繰り返しながら、よりよい共同体を築いていくの

だと思います。今感じている痛みや苦しみもまた、主キリストが

共に担い、励まして下さっていると信じ、⼀歩⼀歩進んでいき

たいと思います。 

皆様と「おおみや教会通信」を通じて交流を深め、お互いの

信仰を⾒つめ直していくことが、神の御国の実現に向けて私達

⼀⼈⼀⼈が働いていくための⼒となりますように。 

【エフェソの信徒への手紙 2・17～22】 

(愛する者よ)キリストはおいでになり、遠く離れているあなたがたにも、また、近くにいる人々に

も、平和の福音を告げ知らせられました。それで、このキリストによってわたしたち両方の者が一

つの霊に結ばれて、御父に近づくことができるのです。従って、あなたがたはもはや、外国人でも

寄留者でもなく、聖なる民に属する者、神の家族であり、使徒や預言者という土台の上に建てられ

ています。そのかなめ石はキリスト・イエスご自身であり、キリストにおいて、この建物全体は組

み合わされて成長し、主における聖なる神殿となります。キリストにおいて、あなたがたも共に建

てられ、霊の働きによって神の住まいとなるのです。 

                                                       岩槻地区 槻⽥ 

 

※この度の創刊号を郵送で受け取っている⽅には返信⽤はがきを同封致しました。今後の受取⽅法を選んで丸

で囲み、⽒名と地区名をご記⼊の上、切⼿を貼って投函ください。 

※経費節減の為、なるべくホームページに掲載したものをお読みいただくか、FAXでの受け取りをご希望いただける

と助かります。 


